
【
七
月
二
十
七
日
】

■
粟
井
小
学
校
集
会
所
の

運
営
ル
ー
ル
は
、
今
ま
で

通
り
に
決
定

形
の
上
で
、
自
治
振
興
協
議
会

が
受
託
し
、
運
営
を
「
粟
井
地
区

村
創
り
の
会
」
に
委
託
し
、
自
治

振
と
し
て
は
、
全
面
的
に
協
力
し

て
い
く
。
と
い
う
形
を
目
指
す
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

粟
井
小
学
校
集
会
所
の
管
理
受

託
に
伴
う
粟
井
地
区
自
治
振
興

協
議
会
、
粟
井
地
区
村
創
り
の

会
、
粟
井
小
学
校
集
会
所
運
営

委
員
会
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

★
粟
井
地
区
自
治
振
興
協
議
会

・
自
治
振
の
目
的
に
沿
っ
た
活
動
を
行
う
。
主
に
自
治
振
役
員
会
↓
区
長

↓
総
代
↓
区
民
、
逆
に
区
民
↓
総
代
↓
区
長
↓
自
治
振
役
員
会
、
等
の
伝

達
機
能
を
要
す
る
事
項
に
関
し
た
協
力
を
行
う
。

・
美
作
市
（
本
庁
）
と
の
協
議
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
自
治
振
が
仲

介
役
と
な
り
協
議
に
あ
た
る
。

・
ど
の
場
で
協
議
す
る
か
紛
ら
わ
し
い
場
合
は
、
関
係
者
代
表
が
協
議
し

て
決
め
る
。［
粟
井
地
区
自
治
振
興
協
議
会
・
区
長
会
、
村
創
り
の
会
会
長
、

運
営
委
員
会
会
長
］

★
粟
井
地
区
村
創
り
の
会

・
主
に
農
産
加
工
室
の
運
営
を
担
う
実
働
部
隊
と
す
る
。

・
農
産
加
工
室
会
計
を
担
い
、
集
会
所
運
営
に
係
る
主
た
る
経
費
の
負
担

を
す
る
。

★
粟
井
小
学
校
集
会
所
運
営
委
員
会

・
村
創
り
の
会
と
し
て
、
主
体
的
に
管
理
運
営
を
担
う
。

「
集
会
所
の
使
用
団
体
等
の
調
整
、
運
営
上
の
課
題
が
生
じ
た
場
合
等
」

・
作
東
総
合
支
所
及
び
業
務
管
理
課
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
。

［
集
会
所
の
修
繕
、
使
用
器
具
（
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
備
品
）
の
修
繕
等
］

・
集
会
所
の
保
守
、
点
検
等
（
消
防
法
等
）

■
自
治
振
の
規
約
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

粟
井
地
区
自
治
振
興
協
議
会
と
粟
井
地
区
村
創
り
の
会
と
の
協
力
関

係
を
よ
り
密
に
し
、
協
力
し
て
粟
井
地
区
の
活
性
化
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
規
約
変
更
を
行
い
、
会
長
は
区
長
か
ら
選
出
す
る
こ
と

は
変
わ
ら
ず
、
副
会
長
二
名
の
内
一
名
を
粟
井
地
区
村
創
り
の
会
会
長
と

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
の
新
体
制
と
な
り
ま
す
。
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■
粟
井
地
区
の
環
境
整
備
作
業
に
つ
い
て

日
時

令
和
五
年
九
月
十
七
日
（
日
）

午
前
七
時
三
十
分
～
十
時

場
所

作
東
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
房
、
梶
原
、
小
野

能
登
香
の
里
小
房

鷺
巣
、
粟
井
中

粟
井
小
学
校
集
会
所

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
等

会
議
で
は
、
参
加
者
の
高
齢
化
が
議
論
と
な
り
、
若
い
人
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
又
、
自
治
振
の
活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
各
区
総
代

は
積
極
的
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

■
美
作
市
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
つ
い
て

本
年
度
は
、
市
か
ら
花
代
を
も
ら
え
る
年
な
の
で
必
要
な
本
数
を
小
野
・
内

藤
区
長
が
集
約
し
、
各
区
に
配
布
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

日
時

令
和
五
年
十
月
十
五
日
（
日
）
午
前
九
時
～

場
所

粟
井
小
学
校
集
会
所

＊
な
お
、
こ
の
日
の
決
定
事
項
は
、
翌
二
十
八
日
美
作
市
及
び
作
東
総

合
支
所
に
報
告
致
し
ま
し
た
。

【
七
月
二
十
八
日
】

第
一
回
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員

会
が
開
か
れ
、
概
要
が
決
ま
り
ま
し

た
。
詳
細
は
九
月
十
五
日
予
定
の
第

二
回
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
で

決
ま
り
ま
す
。

日
時
令
和
五
年
十
月
二
十
二
日
（
日
）

午
前
九
時
三
十
分
～
十
二
時

場
所

バ
レ
ン
タ
イ
ン
プ
ラ
ザ
南
側

駐
車
場

「
秋
の
文
化
展
」
作
東
美
術
館

駐
車
場

B

＆G

駐
車
場
、
バ
レ
ン
タ

イ
ン
パ
ー
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

十
月
二
十
日
（
金
）
に
、
ス
テ
ー

ジ
、
観
客
席
等
準
備
、
駐
車
場
ラ
イ

ン
引
き
、
コ
ー
ン
設
置
等
の
会
場
準

備
に
ご
協
力
下
さ
い
。
そ
の
他
は
、

業
者
委
託
と
し
ま
す
。
今
回
か
ら
、
も
ち
投
げ
の
代
わ
り
に
、
来
場
者
に
整
理

券
を
配
布
し
、
豪
華
賞
品
の
当
た
る
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
も
プ

ロ
級
に
頼
り
ま
す
。
「
テ
ン
ト
村
出
店
計
画
書
」
の
提
出
〆
切
り
は
八
月
二
十

四
日
（
木
）
で
す
。
ご
協
力
下
さ
い
。

■
令
和
五
年
度
行
政
懇
談
会
に
つ
い
て

日
時

令
和
五
年
十
月
十
一
日
（
水
）

午
後
七
時
～

場
所

作
東
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
者

各
区
区
長
全
員

行
政
懇
へ
の
要
望
事
項
は
、
各
区
区
長
が
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
集
約
し
、

各
地
区
自
治
振
会
長
に
提
出
し
ま
す
。
自
治
振
会
長
は
、
総
合
支
所
に
地
区
ご

と
に
提
出
し
ま
す
。
懇
談
会
当
日
ま
で
に
美
作
市
よ
り
回
答
書
が
届
き
ま
す
。

【
七
月
二
十
二
日
】

■
小
房
水
田
の
も
ち
大
豆
畑
の
中
耕

小
房
地
区
の

ア
ー
ル
の
水
田
の
う
ち
、

ア
ー

60

40

ル
に
植
え
て
い
る
、
「
も
ち
大
豆
」
畑
の
中
耕
を
行
い

ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
シ
カ
に
よ
る
被
害
も
な
く
順

調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。
播
種
時
に
行
っ
た
除
草
剤

散
布
の
お
陰
で
、
草
も
良
く
押
さ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

秋
に
は
手
鎌
に
よ
る
除
草
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

収
穫
ま
で
、
何
度
か
の
手
作
業
が
必
要
で
す
。
農
水

部
員
の
皆
様
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
七
月
十
七
日
】

七
月
二
十
七
日
の
粟
井
地
区
自
治
振
興
協
議
会
臨
時
総

会
に
向
け
て
、
二
度
目
の
自
治
振
・
区
長
会
を
行
い
、
議
案

検
討
と
共
通
理
解
を
図
り
ま
し
た
。
約
三
時
間
弱
を
要
し
ま

し
た
が
、
区
長
と
区
長
代
理
６
人
、
し
っ
か
り
共
通
理
解
が

出
来
た
会
で
し
た
。
区
長
の
足
並
み
が
乱
れ
る
と
粟
井
地
区

の
様
々
な
面
で
支
障
を
来
し
ま
す
。
今
後
も
共
通
理
解
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

粟
井
地
区
で
行
わ
れ
る
様
々
な
会
議
で
長
期
に
わ
た
っ
て
協
議
し
決
定
し
て
も
、
そ
の
後

も
反
対
し
続
け
る
。
予
備
会
議
で
議
論
し
て
決
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
会
議
で
は
反
対

を
す
る
。
会
議
参
加
者
の
信
頼
関
係
を
壊
す
事
態
が
度
々
起
き
ま
す
。

区
で
の
こ
と
、
総
代
会
で
意
思
決
定
し
総
会
を
迎
え
る
。
総
会
で
は
総
代
は
執
行
部
に
当

た
り
、
提
案
に
対
す
る
区
民
の
質
問
等
に
対
応
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
総
代
が
総
会
で
提

案
に
対
す
る
異
議
を
唱
え
る
。
ま
た
区
長
会
で
の
こ
と
、
オ
フ
レ
コ
で
や
む
な
く
裏
話
を
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
情
報
で
市
役
所
の
担
当
職
員
を
度
々
問
い
詰
め
る
。
区
長
が
執
行
部
で
あ

る
自
治
振
総
会
で
事
前
に
共
通
理
解
し
た
区
長
が
提
案
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
る
。
社
協
で

個
人
が
独
断
で
行
事
を
行
い
、
市
社
協
か
ら
不
適
切
の
注
意
を
受
け
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ん
の

一
例
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
意
思
決
定
が
遅
れ
る
だ
け
で
な
く
、

役
員
間
の
信
頼
関
係
が
壊
れ
協
力
関
係
が
築
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
色
々
な
場
面
で
、
追
求
が

過
ぎ
る
と
個
人
攻
撃
と
な
り
か
ね
ず
、
人
権
問
題
ま
で
引
き
起
こ
す
。

議
論
の
末
、
物
事
が
決
ま
れ
ば
、
決
ま
っ
た
事
に
参
加
者
一
同
協
力
す
る
。
そ
こ
か
ら
再

ス
タ
ー
ト
し
過
去
を
い
つ
ま
で
も
ほ
じ
く
る
の
で
は
な
く
、
先
の
展
望
を
切
り
開
く
べ
く
一

致
協
力
し
て
前
に
進
む
。
こ
れ
が
粟
井
地
区
の
団
結
の
強
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。
各
区
で
も

現
代
に
相
応
し
い
民
主
的
な
意
思
決
定
の
あ
り
方
を
議
論
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

[

編
集
後
記]

粟
井
小
学
校
が
閉
校
し
た
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
、
そ
れ
以

前
か
ら
協
議
し
て
き
た
粟
井
小
学
校
校
舎
の
利
活
用
。
自
治
振
、
村
創
り
の
会
と
も

に
事
業
計
画
の
最
初
に
掲
げ
、
協
力
し
て
今
日
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
少
し

時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
粟
井
小
学
校
集
会
所
の
管
理
運
営
等
が
決
ま
り
ま
し
た
。

又
、
児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
開
校
も
一
ヶ
月
遅
れ
の
十
月
一

日
と
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
よ
り
良
い
粟
井
地
区
の
将
来
を
切
り
開
い
て
い
く

た
め
に
各
人
が
ど
の
よ
う
に
協
力
し
行
動
し
て
い
く
の
か
が
試
さ
れ
ま
す
。


